
巻頭言 執筆者 掲載号 頁

ある原点への遡航 垣内秀介 535 1

法学のアントレ(96)～

未来の法を宇宙で想像する 近藤圭介 535 2

特集

〔4月号（535号）〕

特集　これからの「家族」の話をしよう

Ⅰ　〈対談〉家族をめぐる憲法と民法の対話 江藤祥平・石綿はる美 535 6

Ⅱ　介護保障について行政が負うべき役割は何か 豊島明子 535 27

Ⅲ　家族関係の変化が会社に及ぼす影響とは？
――同族会社の財産分配と事業承継

岩城円花 535 33

Ⅳ　手続法の家族へのかかわり――家庭裁判所のこれまでとこれから 今津綾子 535 39

Ⅴ　家族をめぐる刑法の役割――家族刑法学の構築に向けて 深町晋也 535 45

国会概観

時の問題

解雇の金銭解決制度について考える 山本陽大 535 51

判例クローズアップ

新法解説

講座

憲法の基本原理から見る統治(12)～ 高田　篤

「最高機関」，「立法」，「唯一」（1) 535 90

最新判例に学ぶ行政法解釈(1)～

適正手続――最判令和6・5・7判タ1523号66頁 大江裕幸 535 58

法と経済学から見た民法判例（1）～ 西内康人

強行法規の必要性
――最判昭和46・3・25民集25巻2号208頁（百選Ⅰ・94事件）

535 68

ちょっとだけ寄り道，会社法(1)～

株主代表訴訟 宮本航平 535 76

民事執行・保全法の考え方(6)～ 青木　哲

刑法総論の秘密、刑法各論の秘訣。(1) 和田俊憲

往来危険罪――その復権に向けて あるいは傷害罪を理解する前提として 535 83

演習 毎号

憲法 大林啓吾

行政法 齋藤健一郎

民法 藤澤治奈

商法 森　まどか

法学教室　2025年度　内容一覧

2025年4月号（№535）～2026年3月号（№546）

1



民事訴訟法 村上正子

刑法 松尾誠紀

刑事訴訟法 宮木康博

労働法 天野晋介

演習（レポート） 隔月

判例セレクト Monthly

判例の動き

憲法

行政法

米軍人等による公務外の不法行為によって生じた損害に係る見舞金支給の法的
性質と信義則の適否（最判令和6・12・16）

田中良弘 535 117

民法

SNS上の権利侵害を理由とするログイン時の発信者情報の開示請求が認められ
る範囲（最判令和6・12・23）

加藤雅之 535 118

商法

招集株主による株主名簿管理人に対する株主名簿データの引渡請求
（東京地決令和6・8・22）

中東正文 535 119

民訴法

監督官庁による意見について相当の理由があると認めるに足りず，除外事由の
要件も満たさないとして，準文書の提出を命じた事例
（東京高決令和5・12・12）

伊東俊明 535 120

刑法

強盗罪の承継的共同正犯（広島高判令和6・6・13） 小池信太郎 535 121

刑訴法

犯罪被害者の検察官面前調書の証拠能力（仙台高判令和6・8・6） 緑　大輔 535 122

海外Topics

REPORT

その他の記事

4月17日は「国際更生保護ボランティアの日」 法務省保護局 535 123

法律書ランキング

Book Information

岩村正彦=水島郁子=笠木映里 編『社会保障判例百選〔第6版〕』 535 97

READER'S VOICE 毎号
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